
○ローストフト・サウス桟橋（Lowestoft South Pier） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローストフトにある 2 本の桟橋の兄貴分、サウス

桟橋は延長 402m で 1846 年に開設された。厳密

には杭の上に立つ構造でなく防波堤に近い構造

物であるため桟橋とは云えないとの意見もある。し

かし入り口が出来、入場料をとる立派な桟橋であっ

た。 

 桟橋には 1854 年に読書室、1884 年に野外音

楽場が整備され、1891 年に壮麗なパビリオンが基

部近くに建造された。世界１次２次大戦で爆撃によ

り壊滅的な被害を受けた。現在は英国港湾連合

（Associated British Ports）により所有され、地元

自治体に貸し出されている。 

 かって大規模なパビリオンのあった場所には、全国沿岸救命艇機構(Royal National Lifeboat 

Institute: RNLI）の事務所が建っている。また入口

の建物はファミリー・センターに建て替わっている。桟

橋での主たる楽しみは釣りとなっている。 

 

 

 

 

 

供用開始年  1846 年 

所有者 Associated British Ports (ABP) 

桟橋位置 Lowestoft, Suffolk, NR33 0AE 

桟橋延長 403m(1320ft) 


